
小さな会社でもM&Aは可能！
信頼関係の上に成り立った
納得の事業承継

M&Aは初めてでしたが、当社にとっては事
業も拡大し、素晴らしい仲間も増えてメリッ
トだらけです。皆さんも敬遠せずに、ぜひ
一歩を踏み出してみてください。

アニィホーム（株）
石山 真也
代表取締役

今回のような事業承継では、私のような会
社員や従業員にも、新たに経営に携わる
チャンスが出てきます。今後もそういった仲
間がどんどん増えていく事を願っています。

(有)梅野硝子工業
藤﨑 剛
代表取締役

優良な中小企業が、後継ぎがいないという
理由で廃業するのは本当にもったいない。セ
ンターは経営者の疑問や不安に全力で対応
してくれるので、ぜひ相談してほしいです。

（有）梅野硝子工業
梅野 信
前代表取締役

センターでは、承継先のご相談だけでなく
「候補先はいるが、どのように話を進めてよ
いか分からない」というご相談にも対応して
います。弁護士や司法書士などの専門家と
も提携していますので、まずはお気軽にご相
談ください。

第三者承継
サブマネージャー
西田 理恵子
税理士

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
福岡市博多区博多駅前2-9-28-8階
TEL：092-441-6922

現状を変えた一枚のチラシ
梅野氏は、自身の二代目としての苦労もあり、子供への親族承継は
考えていませんでした。しかし、社員や職人さん達の事を考えると簡単
に廃業するわけにもいかないという思いから、譲渡を考えていました。
そこで金融機関に相談し、小さな会社でもM&Aできると知った梅
野氏。譲渡候補先・アニィホーム（株）の石山氏に「うちでよければ」
と快諾してもらったものの、そこから先譲渡に向けて何から手を付けた
ら良いか分かりませんでした。そのような状況に加え、民間の仲介業
者に依頼した場合の手数料や成功報酬がもったいないと感じていたタ
イミングで福岡県事業承継・引継ぎ支援センターのチラシを目にして、
相談に訪れました。

センターへの相談、新たな問題の発覚
センターでは、まず一般的な第三者承継の流れの説明を聞き、抱え
ていた疑問や不安などを解消。相談する中で、承継ができたとして
も、現状、石山氏は自社業務で手一杯のため、2つの会社の社長を
兼任するのは難しいといった問題点も浮き彫りになりました。

打ち合わせを重ね、皆が納得のいく譲渡契約へ
相談を重ねるうちに、梅野氏の中で譲渡する金額などの条件が固
まったため、センターが中立な立場で間に入り、何度か石山氏との
トップ面談に立会い、双方の条件のすり合わせを行いました。双方に
信頼関係があったためスムーズに話は進み、無事に合意に至りました。
センターからの「トラブルを生まないため、契約書として形に残すこと
が大切」という助言から、センター提携の弁護士に最終的な契約書作
成を依頼しました（相談者負担）。
また、タイミングよく、石山氏に代わる新社長として、大手建材メー
カーの営業であった藤﨑氏を梅野氏が口説き落としたことで、思った
より早く話がまとまりました。

承継して約1年。梅野氏は週２回程出勤して仕事の流
れや取引先の詳細などを藤﨑新社長に伝えるなど、順調
に引き継ぎが進んでいます。石山氏は、「今後は梅野前社
長が一生懸命築いてきた会社を守りながら、一緒にア
ニィホームをもっと成長させていきたい。今回の事業承
継や新しい仲間など全てが縁だと思っています。」と語り
ます。

（画像出典：中小機構継ぐモノサイト,,URL：https://shoukei9.smrj.go.jp/）

お問い合わせ

(有)梅野硝子工業
住　所：福岡市早良区賀茂1-5-15
設　立：1958（昭和33）年
資本金：300万円
従業員：5名

譲渡側（売手）
譲渡側

譲受側

アニィホーム(株)
住　所：福岡市早良区飯倉3-38-3
設　立：2005（平成17）年
資本金：800万円
従業員：4名

譲受側（買手）
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支援者

M&A

三舩さんの作品は、子ども心を忘
れずに文字で様々な想いを表現す
るという「ジユウ（児遊×字遊×自
由）」をテーマに描かれているのが
特徴です
中でも根強い人気を誇るのは、特

注のメッセージボード！一人ひとり
と対話しながら制作するため、普段
伝えられない気持ちを表現するプ
レゼントとして注文する方が多いの
だとか
また、三舩さんの代表的な作品の

ひとつが『祈り叶う』。この作品は、
2017年の九州北部豪雨で被害を受
けた朝倉市の復興を願うため、朝倉
市の秋月和紙を使用して制作され
ました。「少しづつでも希望や祈り
が叶っていくように」という想いが、
“薄墨”を使って表現されています。

文字で想いを伝える
筆文字アーティスト

和書体の作品を制作し始めたのは、高校時代に参加した児童ボランティアで小学生に手書きでメッセージを
贈ったことがきっかけです。書道の経験はありませんでしたが、独学で練習を重ねてきました。
大学時代に路上詩人家の方と出会い、自分も「一人ひとりに向き合って言葉を紡ぎたい」と考えるようになりま

した。そこから、「あなたを見て直観で言葉を書かせていただきます」と街中で掲げて作品を制作するなどの本格
的なアーティスト活動を始めました。　　　
商工会議所には、福岡で活動するクリエイターと地場企業の商談会「クリエイターマッチング」でお世話になっ

ています。様々な分野の地場企業の方とお話することができ、作品の強みや商品デザインをする上で参考になる
視点を得ることができました。
今後は、言葉で伝えることに重きを置いたまちづくり活動も積極的に行っていきたいと考えています。一つひと

つ想いを込めた作品です。ぜひ、ご覧ください！

筆文字アートでつくる！
想いを伝えるメッセージボード

JIYU design 

代表　三舩 セージさん

JIYU design
TEL：080-3123-8904
※最新のイベント情報等は、
　公式のインスタグラムからご確認ください。

公式
インスタグラム
はこちら

もうひとつの顔は全国3位のバリスタ?!
パッケージデザインも大人気

現在、三舩さんの作品は、福岡商
工会議所1階ロビーにて6月30日
（金）まで展示されています　 墨で
描かれる繊細で力強い作品をぜひ
お楽しみください！

なんと三舩さんは、コーヒーのド
リップ技術を競う「ジャパンハンド
ドリップチャンピオンシップ（2016
年）」で全国3位の実績を持つバリス
タでもあります　 出張イベントは、
筆文字アートの即興制作に加えて、
味わい深いコーヒーも楽しめると人
気なんだとか！
さらに、福岡市内のカフェにおけ

るコーヒーカップやドリップ用パッ
クなど、パッケージデザインもしてい
るそう　 街中で三舩さんの作品に
出会えたら、ぜひチェックしてみてく
ださい

今回お話を伺ったのは、筆文字アーティスト
の三舩セージさん。

会議所NEWSの編集担当が
街で見つけた“よかもん”をご紹介

今月の 気になる

よかもん
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